
２
月
13
日
に
、
長
岡
市
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
長
岡
で
、
第
２
回
長
岡
地
域
任
意
合
併
協
議
会
（
以

下
「
協
議
会
」
と
し
ま
す
。）
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
が
２
回
目
の
協
議
会
と
あ
っ
て
、
初
回
よ
り

も
和
ん
だ
雰
囲
気
の
中
で
、
協
議
が
進
ん
で
い
き
ま

し
た
。
ま
た
、
多
く
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
協
議
時

間
い
っ
ぱ
い
ま
で
協
議
が
続
き
ま
し
た
。

会
議
の
冒
頭
、
会
長
の
森
長
岡
市
長
か
ら
40
万
人

都
市
構
想
に
つ
い
て
、
長
岡
市
長
と
し
て
長
岡
広
域

13
市
町
村
で
の
合
併
を
め
ざ
す
考
え
を
示
し
、
現
在

協
議
会
に
参
加
し
て
い
な
い
小
千
谷
市
な
ど
の
５
市

町
村
に
対
し
て
合
併
協
議
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た

こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。
今
後
こ
れ
ら
の
市
町
村
か

ら
協
議
会
参
加
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
時

点
で
あ
ら
た
め
て
こ
の
協
議
会
で
協
議
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
の
詳
し
い
協
議
内
容
等
は
、
次
頁
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
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・第２回任意合併協議会の内容 ２ページ
①「合併に関する基本的な事項」の

協議順について 〃
②「新市将来構想」の策定方法について 〃
③「各種事務事業の取扱い」に関する

調整案の作成方法について ３ページ
・おしらせ 〃
・信濃くんのちょっと質問！② ４ページ
・協議会委員を紹介します② 〃
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発行：長岡地域任意合併協議会
編集：長岡地域任意合併協議会事務局
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各項目を３つの区分に分類

１ 基本項目

< 合併の方式

< 合併の期日

< 新市の名称

< 新市の事務所の位置

２ 法による特例項目

< 議会の議員の定数及び任期の取扱い

< 農業委員会の委員の定数及び任期の取扱い

< 地方税の取扱い

< 一般職の職員の身分の取扱い

< 地域審議会の取扱い

３ その他

< 財産の取扱い

< 特別職の身分の取扱い

< 組織機構及び支所の取扱い

< 条例・規則等の取扱い

< 一部事務組合等の取扱い

< 使用料・手数料等の取扱い

< 公共的団体等の取扱い

< 町名・字名の取扱い

< 各種団体への補助金・交付金の取扱い

< 慣行の取扱い
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第
２
回
の
協
議
会
が
２
月
13
日
に
行
わ
れ
、
次
の
よ
う

な
協
議
事
項
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

●
報
告

①

出
納
監
査
の
指
名
に
つ
い
て
、
佐
々
木
保
男
委
員

（
中
之
島
町
助
役
）
と
米
持
昭
次
委
員
（
三
島
町
助
役
）

が
指
名
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
（
協
議
会
規
約

第
13
条
第
１
項
に
よ
り
出
納
の
監
査
は
、
会
長
が
指
名

し
た
２
人
が
行
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。）。

②

幹
事
会
の
役
員
に
つ
い
て
、
幹
事
長
に
二
澤
和
夫

長
岡
市
助
役
、
副
幹
事
長
に
熊
倉
幸
男
越
路
町
助
役
が

選
任
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
協
議

会
の
下
部
組
織
で
あ
る
幹
事
会
に
お
い
て
互
選
さ
れ
た

も
の
で
す
。

③
「
電
算
化
状
況
調
査
」
の
委
託
に
つ
い
て
報
告
を
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
合
併
時
の
シ
ス
テ
ム
統
合
を
円
滑

に
行
う
た
め
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
統

合
を
正
確
か
つ
迅
速
に
実
施
す
る
に
は
、
専
門
業
者
に

よ
る
シ
ス
テ
ム
の
現
状
調
査
と
分
析
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
調
査
を
業
務
委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。

●
議
題
（
詳
し
く
は
、
下
表
と
下
段
の
解
説
を
参
照
）

①
「
合
併
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
」
の
内
容
説
明
及

び
協
議
順
に
つ
い
て
、
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
事
務
局

か
ら
、
基
本
的
な
事
項
の
19
項
目
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
、
そ
の
後
そ
れ
を
ど
う
い
う
順
番
で
協
議
し
て
い

く
か
を
協
議
し
ま
し
た
。

②
「
新
市
将
来
構
想
等
」
の
策
定
方
法
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
ま
し
た
。
小
委
員
会
を
設
置
し
て
、
住
民
参
画

を
行
い
な
が
ら
、
将
来
構
想
の
素
案
を
策
定
す
る
こ
と

な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

③
「
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
」
に
関
す
る
調
整
案
の

作
成
方
法
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
32
の
分
科

会
で
い
く
つ
か
の
事
項
（
基
本
的
な
事
項
19
項
目
以
外
）

に
つ
い
て
調
整
案
を
作
成
し
て
、
協
議
会
で
協
議
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

④

先
進
地
視
察
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
２

月
26
日
X
に
前
橋
広
域
市
町
村
合
併
協
議
会
（
事
務
局

し

し

①
「
合
併
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
」
の

協
議
順
に
つ
い
て
（
表
１
）

第
１
回
の
協
議
会
で
、
基
本
的
な
事
項
の
19
項
目

を
協
議
会
で
協
議
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
が
、

ど
の
項
目
か
ら
協
議
を
始
め
る
か
は
、
ま
だ
決
定
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
、
こ
の
19
項
目
に
つ

い
て
、
説
明
が
な
さ
れ
た
後
、
第
３
回
以
降
に
ど
う

い
う
順
番
で
協
議
す
る
か
を
決
定
し
ま
し
た
。

協
議
順
を
決
め
る
理
由
は
、「
合
併
の
方
式
」
を
例

に
挙
げ
る
と
、
こ
の
項
目
が
決
定
し
な
い
と
決
め
ら

れ
な
い
項
目
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
段
階
で
協
議

す
る
こ
と
が
最
良
で
あ
る
の
か
決
め
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
で
す
。

今
回
協
議
し
た
結
果
、
表
１
の
よ
う
に
「
合
併
の

方
式
」
か
ら
順
に
協
議
し
て
い
く
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

な
お
、
協
議
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
で
の

状
況
等
を
見
な
が
ら
、
小
委
員
会
や
幹
事
会
で
議
論

す
る
方
法
も
考
え
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

②
「
新
市
将
来
構
想
」
の

策
定
方
法
に
つ
い
て
（
表
２
）

こ
の
新
市
将
来
構
想
は
、
次
世
代
を
担
う
子
供
た

ち
の
未
来
を
考
え
、
合
併
市
を
想
定
し
た
全
住
民
の

た
め
に
策
定
す
る
も
の
で
す
。

策
定
方
法
は
、
８
市
町
村
が
合
併
す
る
と
想
定
し

て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
な
ど
徹
底
し
た
分
析
を

行
い
、
新
市
の
将
来
性
・
可
能
性
の
検
討
を
行
い
ま

す
。そ

し
て
、
30
万
人
都
市
と
し
て
、
20
年
、
30
年
先

を
見
据
え
て
、
め
ざ
す
将
来
像
が
実
現
で
き
る
よ
う

に
検
討
を
重
ね
て
、
そ
の
た
め
に
は
、
ど
ん
な
方
法

や
仕
組
み
が
よ
い
の
か
を
示
し
て
い
き
ま
す
。

協
議
会
で
は
新
市
将
来
構
想
策
定
の
た
め
の
小
委

員
会
を
置
き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
の
住
民
参
加
の
機
会
を
設
け
な
が
ら
、
協
議
検
討

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
小
委
員
会
は
、
各
市
町
村
か

ら
２
人
ず
つ
（
助
役
１
人
と
議
会
ま
た
は
住
民
の
代

表
か
ら
１
人
）
が
参
加
し
、
学
識
経
験
者
１
人
を
加

え
た
17
人
構
成
で
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

、
７

。

YZ [\]^_,`������a����

理念

像を支

像

像を長

③ 新市のまちづくり構想

目指す将来像を実現するための基本的な
まちづくり構想を示します。

④ 新市のプロジェクト

まちづくり構想に必要と考えられるプロ
ジェクトを創出し、示します。

"*h+ijkl^mno

域の将来性についての意見・要望をうかがう

ト ワークショップ などを行います。

分 析
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検討
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議会で協議・承認
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は
前
橋
市
役
所
内
））
を
視
察
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。
な
お
、
視
察
の
模
様
は
、
第
３
号
の
「
協
議
会
だ

よ
り
」
で
報
告
し
ま
す
。

策
定
期
間
は
、
７
月
ま
で
を
目
途
と
し
て
い
ま
す
。

毎
回
の
協
議
会
で
進
捗
状
況
を
報
告
し
、
４
月
の
協

議
会
で
は
中
間
報
告
を
行
い
、
７
月
の
協
議
会
で
は

最
終
報
告
を
行
え
る
よ
う
に
検
討
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

③
「
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
」
に
関
す
る

調
整
案
の
作
成
方
法
つ
い
て
（
表
３
）

協
議
会
を
構
成
す
る
８
市
町
村
が
行
う
さ
ま
ざ
ま

な
事
務
事
業
の
な
か
で
、
住
民
の
生
活
に
密
接
に
関

係
し
、
特
に
関
心
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
合
併
後
ど
う

変
化
す
る
の
か
、
そ
の
調
整
案
を
作
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、
皆
さ
ん
に
合
併
後
の
状
況
を
示
す
こ
と
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。

行
政
分
野
ご
と
に
分
か
れ
た
32
の
分
科
会
は
、
研

究
会
で
得
ら
れ
た
結
果
や
、
６
つ
の
基
本
原
則
（
表

３
の
①
）、
３
つ
の
調
整
方
針
（
表
３
の
②
）
な
ど
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、
協
議
会
に
提
出
す
る
調
整
案
を

作
成
し
ま
す
。
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環
境
・
ご
み
・
し
尿

商
工
・
労
働

観
光

農
林
業
振
興
・
農
林
土
木

組
織
・
給
与

広
報

例
規

防
災
・
防
犯

企
画
・
総
合
計
画

情
報

財
政

契
約

管
財

税
務
・
収
納

消
防

議
会

監
査

選
挙
管
理

出
納
事
務

農
業
委
員
会

福
祉
・
保
健
・
医
療

住
民
・
国
保
・
年
金

都
市
計
画

住
宅
・
建
築
確
認

公
園

道
路
・
河
川

下
水
道

水
道
・
ガ
ス

学
校
教
育

生
涯
学
習
・
公
民
館
・
文
化
施
設

青
少
年
・
児
童
館

ス
ポ
ー
ツ
・
体
育
館

幹事会及び事務局の指示を受けて、任意協議会に提
案する事項について専門的に調査検討を行います。

������ !
" 一体性確保の原則

新しい市に移行する際、住民生活に支障がないよう、速
やかな一体性の確保に努めます。

# 住民福祉向上の原則
住民サービス及び住民福祉の向上に努めます。

$ 負担公平の原則
負担公平の原則に立ち、行政格差を生じないように努めます。

% 健全な財政運営の原則
新しい市において健全な財政運営に努めます。

& 行政改革推進の原則
行政改革の視点から事務事業の見直しに努めます。

' 適正規模準拠の原則
自治体の規模に見合った事務事業の見直しに努めます。

()��*+,-
- 現状の社会情勢の認識を共有し、合併市町村の一体的
発展（生き残り）を図るという視点で調整を行い、当然
ながらできることと、できないことがあるということを
認識しながら、調整を行うものとします。

â 構成する市町村の行政制度は、その地域特性や歴史な
どに起因するさまざまな違いが当然あることから、お互
いにその違いを尊重しながら調整を図るものとします。

. ８市町村の行政制度比較の結果、住民サービスの観点
では、長岡市の多くの制度が充実していることから、全
体として住民サービスを低下させないことを考えた時、
基本的には長岡市の制度に基づいた調整を目安に行うも
のとします。

①②を取り入れて協議会に提出する調整案を作成します。
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福祉・保健・医療分科会のようす

① 新市のまちづくり基本理

新市が目指すべきまちづくり将来像
える理念を示します。

② 新市のまちづくり将来像

新市が目指すべきまちづくり将来像
期的視野から示します。

《住民参画》

bc�defg

まちづくりの方向性や地域

ために 住民アンケート

《小委員会等で検討》

調 査 ・ 現 状 分

pqrstuvwxyz{|

将来性や可能性等の検

検証
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構築
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長岡地域任意合併協議会のホームページを開設しました。内容は、協議会
の概要や開催状況、８市町村のプロフィール、合併Ｑ＆Ａ、ご意見・ご質
問コーナーなどです。随時更新していきますので、ぜひご覧ください。

ホームページアドレス 45567//8889:;<;=>;?<;66@A9B6
Ｅメールアドレス =CCAD@＠:;<;=>;?<;66@A9B6
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福祉・保健・医療分科会のようす

《新市将来構想策定にみなさんの声を聞かせてください。》
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● 募集人数 20名程度
● 開催地等 長岡市内で平日の夜７時頃から予定
● 開催回数 ３回程度（４月～５月）
● 対 象 ８市町村に居住または通勤・通学されている

18歳以上の方
● 募集期限 ３月20日®まで

ÎÏÐÑÒæ°±²Õ³´µÖ¶°·¸

今後開催されるワークショップの検討材料としたり、新市将来構想
策定の資料とするため、地域の誇りや資源及び将来イメージなどのア
ンケートを実施いたします。
このアンケートは、調査員がみなさんのお宅を訪問する聞き取りや
郵送等で実施します。（無作為の抽出調査ですので、全世帯が対象と
はなりません。）
調査依頼のあった場合には、積極的なご協力をお願いします。

¹º»µ°Ô¼Ö½°¾¿ÀÁÂ

★ 長岡地域任意合併協議会事務局
◆ 住 所 〒940-8501 長岡市幸町２-１-１（市役所内）
◆ ＦＡＸ ０２５８－３９－２２５４
◆ メール =CCAD@＠:;<;=>;?<;66@A9B6
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協議
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DEFÆÇÈÉÊËÌÍ ÎDEFÆÇÈÉÊËÌÍ Î 前回に引き続き、住民代表の方４名を紹介します。

山古志村住民代表
Ï Ð Ñ Ò ÓÔ

「前回に比べ少し緊張が取れたような気が
しました。地域や住民の将来を考えて議論
し、どの選択が良いか選んでいければと思
います。」

小国町住民代表
Õ Ð Ö × ÓÔ

「周辺地域なりの産業構造を作るなどして
町の長期構想を反映させたいです。合併し
たら、次世代の人たちが将来に向って希望
の持てる新市になってもらいたいです。」

越路町住民代表
Ø Ù Ú × ÓÔ

「これから議論が本格化すると思いますが、
住民の立場に立って将来を見すえ、各方面
のご意見を聞いて、すばらしいまちづくり
ができるように協議したいです。」

三島町住民代表
Û Ü Ý × ÓÔ

「日常生活の中で、協議会の現状や問題点
等を皆さんに伝え、多くの方の意見に耳を
傾けたいです。協議会には、その意見が反
映されるように心がけたいと思います。」

○と き ３月13日® 午後６時30分から

○ところ 長岡グランドホテル
（長岡市東坂之上町１丁目）

○受 付 午後６時から

Þßà�áâã
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２
月
に
入
り
、
寒
さ
も
少
し
和
ら
い
で
き
て
、
時
々
春
が

来
た
か
な
と
思
う
よ
う
な
暖
か
い
陽
の
差
す
日
も
増
え
て
き

ま
し
た
。

さ
て
、
協
議
会
も
設
立
さ
れ
て
２
ヶ
月
が
過
ぎ
、
８
市
町

村
の
職
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
事
務
局
も
次
第
に
慌
た
だ
し

く
な
り
、
頭
を
悩
ま
す
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ

ん
な
事
務
局
の
体
制
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
紹
介
し
ま

す
。事

務
局
は
総
務
、
調
整
、
計
画
の
３
つ
の
班
に
分
か
れ
て

事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総
務
班
は
４
人
体
制
で
、
協
議
会
な
ど
の
日
程
調
整
、「
基

本
19
項
目
」
の
資
料
作
成
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
そ
し

て
こ
の
「
協
議
会
だ
よ
り
」
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

調
整
班
は
５
人
体
制
で
、「
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
」
な

ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

計
画
班
は
４
人
体
制
で
、「
新
市
将
来
構
想
策
定
」
を
担
当

し
、
そ
れ
に
必
要
な
住
民
意
見
の
集
約
な
ど
も
行
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
班
を
取
り
ま
と
め
る
事
務
局
長
と
事
務

局
次
長
が
い
て
、
合
計
15
人
で
毎
日
協
力
し
な
が
ら
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
の
で
、
多
く

の
皆
さ
ん
に
見
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
事
務
局
あ
て
に
ご
意
見
な
ど
が
送
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

意
見
ご
質
問
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
 

�
�
�
 

僕
だ
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
考
え
て
ま
す
よ
。

僕
は
、
こ
の
ま
ち
が
大
好
き
だ
し
、
将
来
こ

こ
で
働
い
た
り
、
買
い
物
し
た
り
、
遊
ん
だ

り
し
た
い
か
ら
、
合
併
し
た
時
に
ど
う
な
る

の
か
っ
て
不
安
は
あ
る
け
ど
、
活
気
の
あ
る

ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
な
っ
て
考
え
て
い
ま

す
よ
。

よ
し
よ
し
、
ち
ゃ
ん
と
考
え
て
い
る
ね
。

こ
の
将
来
構
想
は
、「
ま
ち
づ
く
り
」、
と
か

「
将
来
の
都
市
像
」
を
中
心
に
話
が
進
ん
で

い
く
は
ず
だ
け
れ
ど
、
信
濃
君
が
不
安
に
思

っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
も
、
ど
う
す
れ
ば
解

決
で
き
る
の
か
と
い
っ
た
検
討
が
当
然
含
ま

れ
る
は
ず
だ
よ
。

そ
う
い
え
ば
、
最
近
「
住
民
参
加
」
と
か

聞
く
ん
で
す
が
、
こ
う
い
う
計
画
に
は
僕
た

ち
み
た
い
な
一
般
住
民
は
参
加
で
き
な
い
ん

で
す
か
。
僕
の
ま
ち
が
こ
う
な
れ
ば
い
い
な

ぁ
っ
て
い
う
案
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
ね
。

も
ち
ろ
ん
参
加
で
き
る
さ
。
ほ
ら
、
協
議

会
だ
よ
り
第
２
号
を
見
れ
ば
わ
か
る
け
れ
ど
、

私
た
ち
の
よ
う
な
一
般
住
民
が
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
よ
ね
。
信
濃
君
み
た
い
な
情
熱
が
あ
れ
ば

き
っ
と
将
来
構
想
に
生
か
さ
れ
る
と
思
う
よ
。

こ
う
や
っ
て
、
み
ん
な
の
意
見
を
取
り
入
れ

れ
ば
、
き
っ
と
素
晴
ら
し
い
将
来
構
想
が
で

き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

そ
れ
と
、
協
議
会
の
協
議
期
間
は
そ
ん
な

に
長
く
は
な
い
か
ら
、
黙
っ
て
い
た
ら
み
ん

な
の
考
え
は
伝
わ
ら
な
い
よ
。
ア
ン
ケ
ー
ト

に
答
え
た
り
、
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

意
見
を
書
い
た
り
し
て
、
積
極
的
に
参
加
し

な
い
と
ね
。
あ
と
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
す

る
み
た
い
だ
か
ら
、
信
濃
君
や
み
ん
な
も
参

加
し
て
み
た
ら
ど
う
か
な
。

そ
う
、
そ
う
、
み
ん
な
真
剣
な
顔
し
て

ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
先
生
、
会
議
が
進

む
中
で
、「
新
市
将
来
構
想
策
定
」
っ
て
い

う
の
が
あ
っ
た
け
ど
、
詳
し
く
教
え
て
も

ら
え
ま
せ
ん
か
。

「
新
市
将
来
構
想
策
定
」
か
。
そ
れ
は

ね
、
合
併
し
た
ら
ど
う
い
う
こ
と
が
で
き

る
と
か
、
将
来
こ
の
地
域
の
「
ま
ち
づ
く

り
」
を
ど
う
し
て
い
く
か
と
い
う
大
き
な

計
画
を
作
る
こ
と
な
ん
だ
よ
。

な
る
ほ
ど
。
と
っ
て
も
重
要
な
感
じ
が

し
ま
す
ね
。

そ
う
だ
よ
。
こ
の
将
来
構
想
は
、
合
併

し
た
場
合
に
、
こ
の
地
域
が
ど
う
発
展
し

て
、
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
、
そ
れ
を
探
ら
な
き
ゃ
な

ら
な
い
か
ら
、
と
て
も
重
要
な
ん
だ
よ
。

信
濃
君
も
、
将
来
自
分
が
大
人
に
な
っ

た
と
き
、
こ
の
地
域
が
ど
う
な
っ
て
ほ
し

い
か
、
そ
う
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
を
よ
く
考
え
て
み
た
ら
ど
う
か
な
。

先
生
！
第
２
回
の
協
議
会
を
傍
聴
し
て

き
ま
し
た
よ
。

と
っ
て
も
緊
張
し
た
な
ぁ
〜
。

す
ご
い
な
、
信
濃
君
。
見
て
い
て
わ
か

っ
た
と
思
う
け
ど
、
委
員
さ
ん
は
み
ん
な

「
ど
う
す
れ
ば
長
岡
地
域
が
よ
く
な
る
か
」

を
真
剣
に
話
し
合
っ
て
い
る
ん
だ
。

長
岡
地
域
任
意
合
併
協
議
会
事
務
局

長
岡
市
幸
町
２
!１
!１

長
岡
市
役
所
内

電

話
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